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第 1 0 0 0 号

市政情報いつでも24時間
　　　　宇治市政ダイヤル国
費20－8777

市役所の業務は今月か.らイ
毎週土曜日が休みですレレ:

よ
り
身
近
な
広
報
紙
を
目
指
し
ま
す

昭和54年10月11日号▼

絨ｊ

りノニ＼■

昭和31年９月10日号▼▼昭和63年９月11日号

^･？睡匝疸に卜

:たりの惣賢IPHI
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よﾌﾟﾘ｣につふ､弐、市政モゴターを淘象に、この程、アンヶ－ト調査を実施した

と､ころ、様々｡な意淑孚･g｀れました。市政ｔ二ター制度は、市民en皆さん。

ご意見・ご要望を市Mこ反映ら^るために設けられているもの　今号では、モ

ニターか*sゴれた声の1郎今･ご紹介します。市では、皆さんの声を大切に

しながら、is報趾作りを進めま￥。

　　▲昭和35年1月10日号
▲昭和26年12月１日号

　
「
市
政
だ
よ
リ
」
は

　
読
み
や
す
い
？

　
前
回
、
昭
和
六
十
二
年
に
行

っ
た
調
査
で
も
同
様
の
質
問
を

し
ま
し
た
。

　
今
回
「
大
変
読
み
や
す
い
」

は
一
九
％
。
こ
れ
は
前
回
よ
り

増
え
た
も
の
の
、
「
少
し
読
み

に
く
い
」
「
大
変
読
み
に
く
い
」

を
合
わ
せ
る
と
Ｉ
〇
・
七
％
（
前

回
七
・
八
％
）
あ
り
、
よ
り

見
や
す
い
、
読
み
や
す
い
紙

面
作
り
が
課
題
と
な
っ
て
い

犬 今回 S52

大変読みやすい 19.0％ 10.9％

まあ読みやすい 68.5％ 79.5％

少し読みにくい 10.1％ 7.8％

大変読みにくい 0.6％ -

回答なし 1.8％ 1.8％

ま
す
。

　
ど
の
程
度
読
ま
れ

　
て
い
ま
す
か
？

　
「
ほ
と
ん
ど
読
ま
な
い
」
は
、

二
・
九
％
。
「
よ
く
読
ん
で
い

る
」
は
、
前
回
よ
り
も
四
ポ
イ
ン

ト
増
え
、
三
七
・
九
％
。
し
か
し
、

　
「
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
読
む
」

　
「
ざ
っ
と
目
を
通
す
」
を
合
わ

せ
る
と
五
九
こ
百
。
も
っ
と

読
ま
れ
る
た
め
の
紙
面
作
り
が

望
ま
れ
て
い
ま
す
。

　 今回 S62

よく読んでいる 37.9％ 33.9％

必要なところだけ読んでいる28.2％ 38.6％

ざっと目を通す 31.0％ 23.4％

ほとんど読まない 2.9％ 2.9％

回答なし - 1.2％

親
し
ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る

広
報
紙
作
り
を

市長池本正夫

　
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
は
、

宇
治
市
が
誕
生
し
た
昭
和
二

十
六
年
の
十
二
月
一
日
に
創

刊
さ
れ
、
今
号
で
記
念
す
べ

き
千
号
を
迎
え
ま
し
た
。
創

刊
以
来
、
そ
の
時
々
の
市
政

の
動
き
や
市
民
生
活
の
移
り

変
わ
り
を
伝
え
て
ま
い
り
ま

し
た
。

　
広
報
紙
は
、
市
民
と
市
を

結
ぶ
パ
イ
プ
役
と
し
て
、
市

政
に
か
か
お
る
情
報
を
提
供

す
る
だ
け
で
な
く
、
市
民
の

声
を
紙
面
に
反
映
さ
せ
、
市

民
と
市
民
の
輪
を
つ
な
ぐ
役

割
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
市
民
に
親
し

ま
れ
、
信
頼
さ
れ
る
広
報
紙

作
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
皆
さ
ん
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

市
政
だ
よ
り
略
年
史

昭和26年３月

市制施行祝賀

★
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
一
　
★
昭
和
四
十
六
年
四
月
か
ら

　
日
に
「
宇
治
市
政
だ
よ
り
」
　
月
二
回
発
行
、
配
布
方
法

　
と
し
て
創
刊
。
当
時
は
Ｂ
　
　
も
新
聞
折
り
込
み
に
。

　
５
判
、
月
一
回
発
行
。
発
　
★
人
口
の
増
加
に
伴
い
、
行

　
行
部
数
八
千
部
。
町
内
会
　
　
政
需
要
が
増
え
る
中
、
昭

　
を
通
じ
て
全
戸
配
布
。
　
　
　
和
五
十
年
二
月
か
ら
月
三

★
昭
和
二
十
八
年
十
月
か
ら
、
　
回
の
発
行
に
。

　
紙
面
の
充
実
を
図
る
た
め
、
★
昭
和
五
十
五
年
七
月
に
は

　
タ
ブ
ロ
イ
ド
判
に
紙
面
を
　
「
市
政
だ
よ
り
子
供
版
」
を

　
拡
大
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
初
め
て
発
行
。

★
昭
和
三
十
年
一
月
、
題
字
　
★
昭
和
五
十
六
年
四
月
、
題

　
が
「
宇
治
市
政
」
と
な
る
。
　
　
字
デ
ザ
イ
ン
を
一
新
。
基

★
昭
和
三
十
七
年
四
月
、
再
　
　
本
文
字
を
新
聞
明
朝
体
に

　
び
題
字
が
「
宇
治
市
政
だ
　
★
現
在
、
発
行
部
数
六
万
四

　
よ
り
」
に
。
　
　
　
　
　
　
　
千
七
百
五
十
部
。

こ
ん
な
広
報
紙

　
望
ん
で
い
ま
す

　
　
「
市
政
だ
よ
り
」
に
望
む
声

と
し
て
は
、
見
や
す
さ
、
読
み

や
す
さ
に
つ
い
て
は
、
「
写
真

・
カ
ッ
ト
な
ど
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル

（
視
覚
的
）
な
紙
面
作
り
を
エ
呑

が
五
五
・
二
％
と
一
番
多
く
、

次
い
で
「
活
字
を
大
き
く
、
読

み
や
す
く
」
が
三
七
・
九
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
新
聞
活
字
も
時
代
の
流
れ
に

対
応
し
て
活
字
が
大
き
く
な
っ

て
お
り
、
「
市
政
だ
よ
り
」
の

活
字
の
方
が
小
さ
く
な
っ
て
い

ま
し
た
。

　
　
　
◆
　
　
◆

　
掲
載
内
容
に
つ
い
て
は
、
「
行

事
や
催
し
の
案
内
、
も
っ
と
詳

し
く
」
が
五
八
・
六
％
と
、
最

も
多
く
、
次
い
で
「
市
政
に
関

す
る
こ
と
、
も
っ
と
詳
し
く
」

（
四
丁
四
形
）
「
市
民
と
共
に

考
え
て
い
く
問
題
提
起
型
の
特

集
」
（
三
七
・
九
％
）
「
市
民
の

活
動
を
紹
介
す
る
内
容
」
（
三

〇
・
五
％
）
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
行
政
か
ら
の
単
な
る
。
お
知

ら
せ
”
記
事
で
は
な
く
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
対
話
を
大
切
に

す
る
紙
面
作
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

　
　
　
◆
　
　
　
◆

　
今
号
か
ら
活
字
を
大
き
く
す

る
と
共
に
、
一
定
の
ス
ペ
ー
ス

を
確
保
し
、
記
事
が
込
み
合
っ

て
い
る
現
状
を
改
善
。
も
っ
と

写
真
を
入
れ
た
り
ビ
ジ
ュ
ア
ル

化
を
図
り
、
市
民
に
親
し
ま
れ

る
広
報
紙
作
り
を
検
討
中
で
す

　
今
後
共
、
「
市
政
だ
よ
り
」

に
対
す
る
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を

参
考
に
し
な
が
ら
、
期
待
に
こ

た
え
ら
れ
る
よ
う
な
紙
面
作
り

を
進
め
ま
す
。

　
　
「
市
政
だ
よ
り
」
に
関
す
る

ご
意
見
は
広
報
課
（
〒
6
1
1
宇
治

琵
琶
3
3
・
内
線
2
0
6
9
）
へ
。

市の歩みを刻んだ

市政だより縮刷版

40部を限定販売

　

　
昭
和
二
十
六
年
十
二
月
一

日
発
行
の
第
一
号
か
ら
、
平

成
三
年
十
二
月
二
十
一
日
号

ま
で
を
収
録
し
た
「
市
政
だ

よ
り
縮
刷
版
」
（
全
三
巻
）

は
、
市
の
歩
み
を
知
る
た
め

テレビ広報　さわやか

宇治
の
貴
重
な
資
料
と
な
る
も
の
。

　
昭
和
五
十
七
年
に
Ｉ
、
二

巻
を
、
平
成
四
年
に
第
三
巻

を
発
行
し
ま
し
た
。
カ
ラ
ー

版
で
発
行
し
た
も
の
は
原
色

で
収
め
て
い
ま
す
。

　
図
書
館
（
中
央
・
東
宇
治
）

・
市
役
所
行
政
資
料
コ
ー
ナ

ー
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

　
《
本
の
か
た
ち
》
Ａ
４
判
、

上
製
本
、
箱
入
り
。

　
な
お
、
九
月
一
日
か
ら
四

十
部
を
限
定
販
売
し
ま
す
。

一
、
二
巻
は
各
五
千
円
、
三

巻
は
一
万
円
。
ご
希
望
の
人

は
市
役
所
広
報
課
へ
お
越
し

く
だ
さ
い
（
郵
便
や
電
話
で

は
受
け
付
け
ま
せ
ん
）
。

9月18日(土)

)午後５時から《15分間》 ら

｀-4KBS京都

◆
こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
Ｉ
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
◆
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市民と市政を結んで　市政だより

　　　　　　　　　　1000号

　ご存じですか、学区福祉委員会

~ぬくもりと安らぎのある福祉のまちづくり～



第
６
回
全
国
健
康
福
祉
祭
京
都
大
会

健
康
　
ふ
れ
あ
い
　
い
き
い
き
長
寿

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
’
9
3
京
都
開
催

　
明
る
く
豊
か
な
長
寿
社
会
の
実
現
に
向
け
、

第
六
回
全
国
健
康
福
祉
祭
京
都
大
会
（
ね
ん

り
ん
ピ
ッ
ク
9
3
京
都
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
宇
治
市
で
も
、
十
月
三
口
″
㈲
か
ら
五
日
㈹

ねんりんピック'93宇治会場太陽が丘

板東英二です。

「ふれあい広場」

で会いましよう。

1
0
月
３
日
(
日
)
・
４
日
(
月
)
・
５
日
(
火
)

太
陽
が
丘
（
京
都
府
立
山
城
総
合
運
動
公
園
）

ま
で
、
太
陽
が
丘
を
会
場
に
「
ソ
フ
ト
ボ
ー
　
　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
交
流
大
会

ル
交
流
大
会
」
「
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
」
（
ふ
　
　
1
0
月
3
日
(
日
)
～
5
日
(
火
)

れ
あ
い
広
場
」
「
健
康
づ
く
り
教
室
」
を
開
催
。

み
ん
な
で
楽
し
く
参
加
し
ま
し
ょ
う
。

　　,･･W･●
　　･-●ふｰ■¶■
　∠'“"'｀'

,j

………

l，

若井小づえ・みどり

アンバンマンと

いつしよに交通ルー

ルをおぼえよう！

■
開
始
式
　
午
前
８
時
半
～
、

　
第
１
球
場
で

　
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
五
十
三

チ
ー
ム
の
選
手
が
、
三
日
間
に
わ

た
り
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
す
。

そ
の
開
始
式
は
、
地
元
の
小
・

中
学
生
、
市
民
合
唱
団
の
皆
さ

ん
も
出
演
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場

１
０
月
３
日
(
日
)
午
前
1
0
時
半
～

　
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
広
場
は
大

心
一
の
部
と
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

の
部
に
分
け
て
開
催
。
種
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。

■
大
会
の
部

　
大
会
の
部
は
九
月
二
十
日
側

ま
で
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す

集
合
時
刻
・
場
所
は
実
行
委
員

会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
を

■
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
部

　
参
加
は
直
接
心
一
場
へ
。

◆
タ
ー
ゲ
ッ
ト
バ
ー
ド
ゴ
ル
フ

　
陸
上
競
技
場
で

　
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
シ
ャ
ト
ル

に
似
た
羽
根
を
つ
け
た
ボ
ー
ル

を
打
ち
、
傘
を
逆
さ
ま
に
し
た

よ
う
な
カ
ゴ
に
入
れ
て
、
ゴ
ル

フ
の
よ
う
に
打
数
を
競
う
ス
ポ

ー
ツ
で
す
。

◆
デ
ィ
ス
ク
ゴ
ル
フ

　
球
技
場
Ｂ
で

　
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
を
使

つ
て
、
何
投
で
ゴ
ー
ル
に
投
げ

入
れ
る
か
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
、

ゴ
ル
フ
と
同
じ
よ
う
な
方
法
で

行
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
タ
イ
マ
ソ
ン

　
陸
上
競
技
場
で

　
太
陽
が
丘
に
設
置
し
た
コ
ー

ス
を
、
各
自
完
走
で
き
る
タ
イ

ム
を
申
告
し
、
そ
の
タ
イ
ム
に

合
わ
せ
て
楽
し
く
ジ
ョ
ギ
ン
グ

す
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

◆
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

　
遊
び
の
森
入
口

　
地
図
と
コ
ン
パ
ス
を
用
い
て

制
限
時
間
内
に
ポ
ス
ト
を
探
し

吠
ス
ト
立
置
Ｄ
唯
易
夏
こ
よ
り

付
け
ら
れ
て
い
る
点
数
の
合
計

で
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

ふ
れ
あ
い
広
場

1
0
月
3
日
(
日
)
午
前
1
0
時
半
～

　
中
央
広
場
で

◆
ふ
れ
あ
い
ス
テ
ー
ジ

　
坂
東
英
二
さ
ん
の
『
が
む
し

や
ら
人
き
の
お
話
を
は
じ
の
、

漫
才
・
歌
そ
し
て
、
ふ
れ
あ
い
抽

選
会
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

◆
ア
ン
パ
ン
マ
ン
と
一
緒
に
、

交
通
安
全
の
ル
ー
ル
を
楽
し
く

遊
び
な
が
ら
学
ぶ
「
ア
ン
パ
ン

マ
ン
交
通
安
全
教
室
」

◆
宇
治
の
「
特
産
、
名
産
」
の
展

示
販
売
を
行
う
「
宇
治
ブ
ラ
ン

ド
バ
ザ
ー
ル
」

◆
お
茶
席

　
宇
治
の
お
い
し
い
お
茶
を
ご

賞
味
く
だ
さ
い
。

健
康
づ
く
り
教
室

１
０
月
３
日
(
日
)
午
前
１
０
時
半
～

中
央
広
場
で

◆
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
土

　
コ
ー
ナ
ー

◆
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー

◆
健
康
体
操
コ
ー
ナ
ー

◆
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
長
寿
食
ほ

　
か
）宇

治
市
役
所
内

　
廠
２
３
１
４

　
内
1
２
３
1
５
-－－－－－－－一一一一－－－一一－一一－－－－-－

　　第5回市民ふれあいまつり　　　　　　　　　　　9月12日(日)

太陽が丘　市役所駐車場

ユートピア’93

　

　＝ねんりんﾋﾟｯｸ’93京都　協賛＝　　　9:20～15:00　15:30～20:00　　　　　

238

わいわいがやがや楽しさいっぱい。

さあ、あなたも笑顔で参加しませんか！

第
６
回
全
国
健
康

福
祉
祭
宇
治
市
実

行
委
員
会
事
務
局



第1000号1993年（平成５年）9月1 日発行だ　よ　り政市宇　1台
' ! | l l l l l l l l i l ! l 川 | | | ! i ! l l l l l l l ､ I ･ ･ I I 川 I l i l j i i ‖ | | | i r : ･ ! . I I

:川‖|iiiini|川iJIIII附川川
I I 川 1 1 圖 ‖ n i t 田 I l l l l l l ‖ Ⅲ | I I H I I ! ■ ．

(3)

Ⅲ|川ll<::ill≫li.･プ]!JI,川田|‖|国訓Ⅲ|蜘く⑤

　公共下水道は、快適な生活環境と公共水域の水質を守

るために必要な施設。９月10日金は「全国下水道促進デ

ー」です。今年のテーマは「下水道人と自然が手をつな

ぐ」。市ではこの日にちなんで、処理施設の公開や下水

道相談を行います。身近で大切な下水道をもっと知って

いただくため、ぜひご来場ください。今回は、公共下水

道の整備・普及と河川水質との関係を六地蔵川流域をモ

デルにしてお知らせしましよう。

隠
退
帽

な
り
、
川
底
か
見
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

下
水
道
の
普
及

　
　
と
河
川
の
浄
化

　
下
の
グ
ラ
フ
は
、
京
都
市
伏

見
区
の
一
部
と
宇
治
市
木
幡
の

一
部
、
六
地
蔵
の
ほ
と
ん
ど
の

地
域
の
排
水
が
流
れ
込
む
六
地

蔵
川
が
、
公
共
下
水
道
の
整
備

普
及
と
共
に
変
化
し
て
き
た
様

子
を
表
し
て
い
ま
す
。
Ｂ
Ｏ
Ｄ

と
Ｄ
Ｏ
は
、
河
川
の
汚
れ
具
合

を
表
す
指
標
で
す
。

　
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
公
共
下
水

道
が
初
め
て
宇
治
市
内
の
六
地

蔵
川
水
系
の
一
部
地
域
で
使
わ

れ
始
め
た
昭
和
六
十
一
年
度
は
、

ま
だ
ま
だ
公
共
下
水
道
に
接
続

し
た
家
庭
の
割
合
が
低
く
、
多

く
の
家
庭
雑
排
水
な
ど
が
六
地

蔵
川
に
流
れ
込
ん
で
い
ま
し
た
。

そ
の
た
め
Ｂ
Ｏ
Ｄ
が
高
く
、
Ｄ

Ｏ
は
低
く
、
水
質
が
良
く
な
か

っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　
そ
の
後
、
毎
年
公
共
下
水
道

が
整
備
さ
れ
、
水
洗
化
か
進

む
に
連
れ
て
Ｂ
Ｏ
Ｄ
の
低
下
、

Ｄ
Ｏ
の
上
昇
が
見
ら
れ
、
明
ら

か
に
水
質
が
良
く
な
っ
て
き
て

い
る
の
が
分
か
り
ま
す
。

　
公
共
下
水
道
は
、
私
た
ち
に

文
化
的
衛
生
的
な
生
活
を
も
た

ら
す
だ
け
で
な
く
、
河
川
な
ど

の
自
然
環
境
の
改
善
に
も
、
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

　
川
は
、
公
共
下
水
道
の
処
理

区
域
に
あ
る
全
て
の
家
庭
が
、

一
日
も
早
く
公
共
下
水
道
に
接

続
さ
れ
る
の
を
待
っ
て
い
る
の

で
す
。

※
Ｂ
Ｏ
Ｄ
（
生
物
科
学
的
酸
素

要
求
量
）
・
・
永
中
の
汚
濁
物
質

を
微
生
物
が
分
解
す
る
と
き
に

必
要
な
酸
素
の
量
。
値
が
低
い

ほ
ど
良
好
な
水
質
で
あ
る
。

※
Ｄ
Ｏ
（
浴
存
酸
素
量
）
・
：
水

中
に
解
け
て
い
る
酸
素
の
量
。

少
な
い
と
生
物
が
生
き
ら
れ
ず

二
｀
／
£
で
悪
臭
が
発
生
す
る

通
常
は
八
・
八
｀
／
ｔ
。

　
処
理
区
域
内
で
は

水
洗
化
に
ご
協
力
を

　
処
理
区
域
内
で
は
、
下
水
道

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

か
ら
、
く
み
と
り
便
所
は
三
年

以
内
、
浄
化
槽
は
速
や
か
に
水

洗
化
す
る
こ
と
が
法
令
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
処
理
区
域
の
、
水
洗

化
率
は
八
〇
％
ぐ
ら
い
で
す
。

こ
の
水
洗
化
率
が
、
一
〇
〇
％

に
近
ず
く
ほ
ど
河
川
の
汚
れ
は
、

少
な
く
な
る
の
で
す
。
処
理
区

域
内
で
ま
だ
水
洗
化
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
は
で
き
る
だ
け
早

く
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
水
洗
便
所
な
ど
の
排

水
設
備
工
事
は
、
市
の
指
定
し

ＤＯの変化1

水洗化率％

　　【六地蔵川流域の水洗化率とBor>、

BODm勁DOma/j

０
　
０
　
０

９
　
８
　
７　　　　　　　　　.／

水洗化率／

　　　　　　／
　　　　　/

　　　　　／

０
　
０
　
０
　
０

６
　
５
　
４
　
３

9

8

7

6

5

4

た
公
認
業
者
で
な
い
と
施
工
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
市
で
は
工
事
費
の
融
資
の

あ
っ
せ
ん
な
ど
も
行
っ
て
い
ま

す
。
詳
し
く
は
下
水
道
管
理
課

（
内
線
2
4
5
2
）
へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

普
及
率
の
向
上

　
　
　
を
目
指
し
て

　
市
で
は
宇
治
川
を
境
に
東
宇

治
処
理
区
と
、
洛
南
処
理
区
と

に
分
け
下
水
道
の
整
備
を
進
め

て
き
ま
し
た
。

　
東
宇
治
処
理
区
は
、
東
宇
治

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
下
水
が
処
理

さ
れ
る
地
域
で
、
昭
和
六
十
一

年
八
月
に
一
部
使
用
を
始
め
ま

し
た
。
現
在
で
は
、
堂
ノ
川
以

北
の
ほ
ぼ
全
域
、
Ｊ
Ｒ
以
西
の

木
幡
地
域
の
一
部
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
洛
南
処
理
区
は
、
八
幡
市
に

あ
る
府
の
施
設
・
洛
南
浄
化
セ

ン
タ
ー
で
下
水
が
処
理
さ
れ
る

地
域
で
、
平
成
元
年
十
一
月
か

ら
使
用
を
始
め
ま
し
た
。
現
在

で
は
、
伊
勢
田
町
と
小
倉
町
、

大
久
保
町
の
一
部
な
ど
で
使
用

で
き
ま
す
。

　
昭
和
六
十
一
年
に
始
ま
っ
た

公
共
下
水
道
事
業
は
、
五
年
七

月
末
で
普
及
率
が
二
六
・
一
％

　
（
五
年
三
月
の
全
国
の
普
及
率

約
四
七
％
）
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
都
市
基
盤
整
備
事
業

の
中
で
も
重
点
的
に
下
水
道
事

業
に
取
り
組
み
、
平
成
十
二
年

に
五
〇
％
の
普
及
率
を
達
成
す

る
よ
う
、
処
理
区
域
を
計
画
的

に
拡
大
し
て
い
き
ま
す
。

※
普
及
平
・
・
全
人
口
に
対
す
る

処
理
区
域
内
人
口
の
割
合
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下
水
道
デ
ー
に
ち
な
み
、
処

理
施
設
見
学
と
下
水
道
の
相
談

を
行
い
ま
す
。
日
時
は
、
九
月

十
二
日
㈲
、
午
前
九
時
～
午
後

四
時
ま
で
で
す
。
詳
し
く
は
、

下
の
各
施
設
か
、
下
水
道
室
下

水
道
管
理
課
（
内
線
2
4
5
2
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
を
。

　
　
（
処
理
施
設
の
見
学
》

　
ど
ち
ら
も
、
午
前
十
時
か
ら

と
午
後
二
時
か
ら
の
二
回
。

◆
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー

　
記
念
品
や
下
水
道
ク
イ
ズ
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

◆
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
八
幡

市
）
　
焼
却
灰
を
利
用
し
た
鉢
植
え
、

抽
選
く
じ
、
ク
イ
ズ
を
用
意
し

て
い
ま
す
。

　
洛
南
浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
は
、

西
小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ

ー
か
ら
午
前
九
時
半
（
帰
着
十

(注)水洗化率は、エリア内の宇治市域分です。なお京都市

　　域分は、昭和61年以前に公共下水道整備済みです。

一
時
半
）
と
午
後
一
時
半
（
帰

着
三
時
半
）
に
送
迎
バ
ス
が
出

ま
す
。

　
（
下
水
道
相
談
〉

　
東
宇
治
浄
化
セ
ン
タ
ー
と
西

小
倉
コ
ミ
ュ
ニ
テ
″
セ
ン
タ
ー

で
、
家
庭
の
水
洗
化
工
事
や
地

域
の
公
共
下
水
道
の
整
備
計
画

な
ど
、
下
水
道
に
関
す
る
相
談

を
お
受
け
し
ま
す
。

　
ま
た
、
公
認
業
者
に
よ
る
工

事
の
見
積
も
り
も
行
い
ま
す
の

で
、
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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府
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線
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第33回　全国下水道促進デー

“下水道人と自然が手をつなぐ”

美
し
い
河
川
を
私
た
ち
の
手
で

９月12日(日)は下水道の催しへ



ご協力ありがとうございました

北海道南西沖地震災害義援金

総額209万5,717円に

　
市
と
日
本
赤
十
字
社
京
都
府

支
部
宇
治
市
地
区
で
は
、
七
月

十
九
日
か
ら
八
月
十
三
日
ま
で

の
間
、
北
海
道
南
西
沖
地
震
災

害
に
対
す
る
義
援
金
を
募
集
し

ま
し
た
。

　
被
災
地
で
は
、
地
震
に
よ
る

津
波
、
地
滑
り
な
ど
自
然
の
猛

　
人
は
だ
れ
で
も
、
す
べ
て

の
真
実
を
知
っ
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、

本
当
の
こ
と
を
知
ら
な
く
て

も
、
話
を
す
る
こ
と
は
で
き

ま
す
。
だ
れ
が
言
っ
た
か
分

か
ら
な
い
よ
う
な
う
わ
さ
や
、

他
人
が
言
っ
て
い
る
の
を
聞

い
て
、
そ
れ
を
さ
も
事
実
で

あ
る
か
の
よ
う
に
話
し
て
し

ま
う
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
　
ま
た
、
結
婚
式
は
大
安
の

日
を
選
び
、
仏
滅
の
日
は
避

け
た
ほ
う
が
良
い
と
い
っ
た
、

古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や
迷

信
に
つ
い
て
、
そ
の
理
由
を

深
く
考
え
る
こ
と
な
く
、
昔

か
ら
み
ん
な
が
そ
う
言
っ
て

威
に
加
え
、
火
災
に
よ
っ
て
多

く
の
人
命
や
家
屋
な
ど
が
失
わ

れ
ま
し
た
。
こ
の
募
金
は
、
一

日
も
早
い
復
旧
と
被
災
者
の
救

援
の
た
め
、
広
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
呼
び
掛
け
た
も
の
で
す
。

　
こ
の
結
果
、
市
役
所
な
ど
市

内
十
六
ヵ
所
に
置
か
れ
た
募
金

箱
へ
の
二
十
五
万
四
千
六
百
八

十
四
円
を
は
じ
め
、
総
額
二
百

九
万
五
千
七
百
十
七
円
も
の
義

援
金
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
義
援
金
は
、
八
月
六
日

と
十
六
日
の
二
回
に
分
け
て
、

日
本
赤
十
字
社
京
都
府
支
部
を

通
じ
て
被
災
地
に
お
送
り
し
ま

し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
多
く
の

市
民
の
皆
さ
ん
に
、
厚
く
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ

９
月
６
日
か
ら

　
九
月
六
日
囲
か
ら
、
ツ
ベ
ル

ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接

種
が
始
ま
り
ま
す
。
日
程
な
ど

詳
し
く
は
、
平
成
五
年
度
版

「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
…
４
歳
未
満
の
子
供
。

　
た
だ
し
次
の
子
供
は
受
け
ら

　
れ
ま
せ
ん
。
○
三
種
混
合
予

　
防
接
種
を
受
け
て
１
週
間
以

い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
従
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
う
し
た
行
動
や
考
え
方

内
　
○
麻
し
ん
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
、
風
し
ん
の
予
防
接
種

を
受
け
て
１
ヵ
月
以
内
　
Ｏ

麻
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、

風
し
ん
、
水
ぽ
う
そ
う
が
治

っ
て
１
ヵ
月
以
内
　
○
と
び

ひ
、
手
足
口
病
、
突
発
性
発
し

ん
、
り
ん
ご
病
に
か
か
っ
て

い
る
　
○
け
い
れ
ん
、
ひ
き

つ
け
を
起
こ
し
て
１
年
以
内

う
だ
」
と
レ
ッ
テ
ル
を
は
り

決
め
付
け
て
し
ま
う
こ
と
は
、

そ
の
典
型
的
な
も
の
で
す
。

こ
れ
は
、
た
と
え
、
自
分
に

は
深
い
意
図
は
な
い
し
、
悪

い
と
は
気
付
か
ず
に
話
し
た

り
行
動
し
た
り
し
て
い
た
と

し
て
も
、
結
果
と
し
て
他
人

の
人
格
を
深
く
傷
付
け
た
り

同
和
問
題
の
解
決
を

め
ざ
し
て
④

は
、
私
た
ち
の
社
会
に
残
る
、

同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る

多
く
の
偏
見
や
差
別
に
か
か

お
る
問
題
の
解
決
を
遅
ら
せ

て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、
人
か
ら
聞
い
た
話
や
自

分
が
想
像
し
た
イ
メ
ー
ジ
だ

け
で
、
「
同
和
地
区
は
ど
う

だ
」
「
同
和
地
区
の
人
は
こ

人
権
を
侵
害
し
た
り
す
る
こ

と
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
許
さ

れ
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
同
和
問
題
を
解
決
す
る
に

は
、
何
か
偏
見
や
差
別
で
あ

る
の
か
、
ま
た
そ
う
し
た
偏

見
や
差
別
が
い
か
に
不
当
な

も
の
で
あ
る
か
を
理
解
し
な

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

▽
持
ち
物
・
・
・
母
子
手
帳
、
問
診

　
票
。
当
日
は
必
ず
体
温
を
測

　
っ
て
き
て
く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
・
・
・
保
健
予
防
課

技能功労者の

推薦

　
市
で
は
毎
年
十
一
月
二
十
三

日
の
勤
労
感
謝
の
日
に
、
技
能

功
労
者
表
彰
を
行
っ
て
い
ま
す

こ
れ
は
、
長
く
一
つ
の
職
業
に

従
事
し
、
優
れ
た
技
能
を
磨
い

　
そ
の
た
め
に
は
、
こ
う
し

た
他
人
か
ら
小
耳
に
は
さ
ん

だ
こ
と
や
古
く
か
ら
の
因
習

な
ど
、
根
拠
も
な
い
こ
と
を

す
ぐ
鵜
呑
み
に
す
る
の
で
は

な
く
、
日
ご
ろ
か
ら
、
も
の

ご
と
に
対
し
て
事
実
を
事
実

と
し
て
確
か
め
、
社
会
の
不

合
理
な
こ
と
を
一
つ
一
つ
な

く
す
努
力
を
積
み
重
ね
て
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
し

て
、
お
互
い
の
人
権
が
尊
重

さ
れ
る
、
差
別
の
な
い
社
会

を
築
き
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
◇

　
こ
の
「
人
権
を
考
え
る
」
シ

リ
ー
ズ
は
、
今
回
で
い
っ
た

ん
終
了
し
ま
す
が
、
市
で
は

　
『
同
和
問
題
を
考
え
る
市
民

講
座
』
の
開
催
な
ど
、
啓
発

事
業
の
充
実
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の

積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
し

ま
す
。

　
　
（
内
線
2
2
6
1
）
へ
。

　
な
お
、
自
家
用
車
で
の
来
場

は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

て
こ
ら
れ
た
人
の
功
労
を
た
た

え
る
と
と
も
に
、
技
能
水
準
の

一
層
の
向
上
と
技
能
尊
重
の
機

運
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。
今
年
も
こ
の
技
能

功
労
者
表
彰
の
推
薦
を
、
九
月

二
十
日
囲
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

　
〈
対
象
職
種
〉

　
①
建
築
・
土
木
・
電
気
工
事

な
ど
②
各
種
の
製
品
製
造
・
加

工
・
組
み
立
て
・
修
理
な
ど
③

理
容
・
美
容
・
調
理
・
あ
ん
ま

・
マ
″
サ
ー
ジ
な
ど
の
技
能
的

職
種
　
〈
表
彰
基
準
〉

　
①
市
内
に
継
続
し
て
５
年
以

上
住
所
が
あ
る
人
②
技
能
者
と

し
て
市
内
の
小
規
模
の
事
業
所

に
５
年
以
上
従
事
し
、
経
験
年

数
3
0
年
以
上
で
、
平
成
５
年
Ｈ

月
2
3
日
現
を
で
満
6
0
歳
以
上
の

人
③
極
め
て
優
れ
た
技
能
を
有

し
、
他
の
模
範
と
認
め
ら
れ
る

人
④
引
き
続
手

事
し
、
指
導
的
立
場
に
あ
る
人

　
〈
推
薦
〉

　
技
能
者
が
所
属
す
る
産
業
団

体
の
長
か
勤
務
す
る
事
業
所
の

事
業
主
か
ら
の
推
薦
が
必
要
で

す
。
詳
し
く
は
商
工
課
（
内

線
2
2
1
9
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

○
共
済
期
間

○
会
　
　
費

9
月
9
日
は
「
救
急
の
日
」

　
　
1
1
9
番
は
落
ち
着
い
て

　
九
月
九
日
は
救
急
の
日
で
す
。

今
年
上
半
期
（
一
月
上
（
月
）
の

救
急
出
場
件
数
は
、
千
七
百
五

十
二
件
で
、
千
七
百
二
十
六
人

を
医
療
機
関
へ
運
び
ま
し
た
。

し
か
し
、
こ
の
六
割
以
上
が
軽

傷
者
（
入
院
の
必
要
の
な
い
大
）

で
し
た
。

　
救
急
車
の
台
数
に
は
限
度
が

あ
り
ま
す
。
本
当
に
必
要
な
大

に
す
ぐ
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
軽
い
け
が
や
病
気
の
場
合

は
で
き
る
だ
け
タ
ク
シ
ー
や
マ

イ
カ
ー
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
一
九
番
で
救
急
車

を
呼
ぶ
時
は
、
落
ち
着
い
て
患

者
の
い
る
場
所
や
目
標
物
、
病

人
な
ど
の
容
態
、
性
別
・
年
齢
・

電
話
番
号
を
は
っ
き
り
と
言
っ

て
く
だ
さ
い
。

皿tj?
-

　10月24日(日)

　　　開場午後４時半

　　　開演午後5時

文化ｾﾝﾀｰ大ﾎｰﾙ

イ
ル
カ
コ
ン
サ
ー
ト

電問主
話£

リ

約せ催

前
売
り
券
　
　
’
ｉ
　
　
ｌ

　
　
　
　
　
、
バ
、
’
Ｉ
”
・
｀
、
ｊ
？
’
ｊ
～
。

　
全
席
指
定
４
５
０
０
円
（
当
日
５
０
０
円
増
）

肺
宇
治
市
文
化
セ
ン
タ
ー
（
公
2
0
・
2
1
1
1
）

岡屋スポーツ少年団　学童野球日本一に

　8月12日、茨城県水戸市で開かれていた第13回全日本学童軟式

野球大会で、京都府代表の岡屋スポーツ少年団（代表･村田幸巧さ

ん）が優勝。全国２万チームの頂点に立つ快挙を成し遂げました。

市文化センター／市観光協会／観光案内所(宇治僑西詰ヽ近鉄大久保

駅構内)／松下時計店(伊勢田センター前)／小山瑞泉堂(西宇治高校

正門西)／うさぎ堂(近鉄小倉駅前)／あたり屋(横鳥紫ケ丘団地n筋

目)／黄槃薬局(宇治小学校西)／手芸とカメラのマツモト(mm山商

店街)／宇治書店(宇治橋通り商店街)／西小倉コミュニティセンタ-

／富士書房(近鉄久津川駅前)／アルプラザ城陽(城陽市)／藤田薬局

(宇治田原町)

［
ぼ
ぼ
ば
］

市消防本部全国消防救助技術大会に出場

　　８月20日、消防本部の９人の職員が、福

　岡市で開かれた第22回全国消防救助技術大

　会に出場。斜めブリッジ救助(左の写真)な

　ど３部門で入賞するなど優れた成績を収め

　本市の消防救助技術の高さを証明しました
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白バラ講演会
「
法
律
と
遊
ぼ
う
」講

師
弁
護
士

近
藤
正
昭
さ
ん

　　入場無料{整理券が必到

整理券は、各公民館・ふれあい

センター・コミュニティセンタ

ー、中央図書館と選挙管理委員

会にあります、保育室(2歳以

上・電話で申し込みを)､手話通

訳、要約筆記あります。

ま
さ
か
の
と
き
に
備
え
て

交
通
災
害
共
済
・
火
災
共
済
に
加
入
を

５
年
1
2
月
１
日
上

交
通
災
害
共
済

交
通
共
済

９月14日(火)午後1時半～4時

文化センター小ホール

『
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
Ｊ

500円の掛け金で

最高150万円(死亡)

の見舞金

１
人
５
０
０
円

1
0
5
0
0
円
（
１
世
帯
２
口
ま
で
）

○
申
し
込
み
　
今
町
内
会
・
自
治
会
を
通
じ
て
（
会
長
さ
ん
の
ご
協

　
　
　
　
　
　
　
　
力
に
よ
り
、
申
込
書
を
各
家
庭
に
配
布
。
1
0
月
3
0
日

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
で
に
申
し
込
み
を
）

　
　
　
　
　
　
　
奪
市
内
の
金
融
機
関
（
郵
便
局
を
除
く
）
の
窓
口
で

　
　
　
　
　
　
　
奪
市
役
所
交
通
対
策
課
の
窓
口
で

問い合わせ

交通対策課(内線2258)へ

問い合わせ選挙管理委員会事務局（豊20・8798）

　　主催宇冶市明るい選挙推進協議会宇冶市選挙管理委員会

まちのスナップ

9
月
1
日
か
ら
予
約
加
入
受
け
付
け
(
～
1
1
/
3
0
)

人
権
を
考
え
る
1
3

交通災害共済の扶助制度
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情報

BO

X

市役所　〒611宇治琵琶33

　　　　　　　　a22－3141

Mは問い合わせ・圃は申し込み。

費用の書いていないものは無料でも

申し込み方法の書いていないものは

直接会場へお越しください。

福祉

■デイ・サービス

　[画いずれも社会福祉↑^義会(S

22－5650、ファクス22－5654)。

　〈車いす介助方法講習会〉I>11日

吐陛後１時~4時、総合福祉会館

c〉対象…ボランティア活動をして

いる人か関心がある人。先着30人

[〉申込期限…８日ひ紅

　〈肢体障害者の集い〉23日(祝)午前

９時～午後4時｡行き先は東大寺、

写真芙術館。集合・解散は総合福

祉会館。水筒持参で。雨天時は産

業会館での映画会に変更【〉対象…

下肢障害か体幹機能障害１・２級

の人＝先着15人。当日協力してい

ただけるボランティア＝先着20人

c〉500円(昼食代・入館料含む)

[〉送迎が£優な人は申込時に連絡

を卜申込期限…16日困。

　〈弱視者向けワープロ教室〉９月

～11月と１月の第３日曜、午後i

時半~4時。総合福祉会館≫内容

…拡大ソフト、音声ソフトを使っ

ての操作〉対象…視覚障害者。先

着５人Ｄ指導…山田量造さん[〉申

込期限…10日出。

■心身障害児通園事業

　母子通園による療育事業の、第

２クール(10月~3月)の入園を

受け付けます。Ｄ対象…2歳～就

学前で、母子通園が可能な障害児

至福祉総務課母子児童福祉係(内

線2307)。10日面まで。

公民館・青少年センター

■広野公民館(S41－7450)

　〈幼児家庭教育学級〉[〉日程、内

容などは下表。第１[§]は午前９時

半～正午、第10回は午前９時半～

午後１時、あとは午前10時～正午

じ>対象…乳幼児を持つ親。先着30

人[〉500円(実習費)[>1呆育…満２

歳以上の幼児・先着15‰おやつ

代500円が別に必要[亜同館。

幼
児
家
庭
教
育
学
級
の
日
程
・
内
容

５ ４ ３ ２ １ 回

10/7
　木 10/ 5　(*)

9/29
團
9/24
　咄
9/21
　(火)
月
日

絵
本
の
読
み
聞
かせ

子
ど
も
と
人
間
関
係

発子
達と
　も
　の
　心
　と
　体
　の

遊子
んとでも

いは
ま思
すい
か切
　リ

課累
II 111

　教
　育
　の
　現
　状
　と

－ア

　ｌ

マ

Ｗゴ
Ｕ
万年lt

U

講

師

10 ９ ８ ７ ６ 回

11/8
　(月)
10/27
　團
10/21
　凩
10/15
　ぽ）
10/12
　(火)
月
日

子
ど
も
と
食事

れ子
あど
いも
　と
　自
　然　の

　4ヽ

育や
てさ
るし
にい
は子
　ど
　も
　に

発子
達ど

　　も
　　と
　　－　　－
　　と
　　ば　　の

のｶゝ
命け
・が
防え
3巳の

にな
つｔヽ

い我
て力<
　子

－ア

｜
マ

栄保

養健
士予

　防
　課

更叉市ｈ 講
師

　〈健康教養護岸〉成人病､↑曼性病、

日常の病気、女性と子供に用いる

身近な薬草について学びます。じ>

17日原・22日團・27日(月)、10月６

日團・15日原、午後I時半~4時

[〉講師…民間薬草研究家・内舘芳

邦さん[〉保育…満2歳以上の幼児

・先着10人、おやつ代250円が必

要。m同館。先着40入

■広野公民館(41－7450)・宇

　治公民館(S21－2804)

　く米消費拡大事業｢お米を使った

料理教室｣〉[〉14日(火)＝広野公民

館｡17日出＝宇治公民館。午前９

時～午後２時C〉内容…食生活に

ついての講演とアイデアごはん料

理の調理実習E〉指導…京都府栄養

士会匝希望の公民館へ。各先着

25人。

■小倉公民館(き22－4687)

　〈囲碁講習会〉講習会終了後はサ

ークルを結成します。[〉10日～24

日の金耀の午後７時～９時半と、

11日(土)午前io時～正午C〉内容…石

の打ち方、定石[〉対象…市民か市

内在勤の人。小・中学生、親子の

土曜だけの参加も歓迎C〉講師…小

山洋一さん、北川賢一さん圃[5]

館。先着20人。

■大久保青少年センター(44－

　7447)。

　圃おはなし会以外は必要。いず

れも同センターへ

　く一人暮らしのお年寄りと子供の

集い〉[>12日(a)午前11時半～午後

２時半(引共は午前９時～)t〉内容

…プレゼント作り(子供だけ)、輪

投げ大会、ハーモニカ演奏ほかC〉

対象…市内在住の小・中学生と一

人暮らしのお年寄り、各先着25人。

　〈一輪車教室〉【〉15日(祝)午前10時

～午後４時C〉内容…乗り方指導。

初級者には検定あり[〉対象…市内

在住の小・中学生。初心者コース

　・初級者コース各先着20人[〉指導

…日ぷ一輪車協会指導員。

　〈おはなし会〉レ8日困・22日困

午'Ik

3時半～4時[〉内容…お話、

紙芝居などＤ対象…幼児～小学校

低学年。

スポーツ

■重点普及スポーツ教室くグラウ

　ンド・ゴルフ、ターゲット/＼ー

　ドゴルフ〉

　じ〉５日(日)午前1粕～正午＝横島

小学校C〉6日(月・8日團午後i時

半-9時半＝広野中学校。雨天中

止圃市民体育課(内線2621)。

■フォークダンス講習会

　{〉６日(月陛後i時~3時、宇治

公民館。体育館用の靴を持参でレ

５００円[圃大島さん(S32－8363)

国歩民デー・市民歩こう会

　【〉12日(日陛前8時半、J R宇治

駅集合。雨天時は19日(a)[〉コース

…高槻・若山神社方面、約10キロ

[〉昼食、雨具持参てこ交通費は自

己負担圃木村さん(S21－3633。

・生涯スポーツ教室錬功十八法｡

　太極拳講習会

　[〉７日～10月26日の火曜、午後

フ時~9時。８回。宇治公民館。

体育館用の靴を持参で[〉1500円

團神谷さん(S43－0198)。

■初心者弓道教室

　[〉10月9 日~ll月27日の土曜、

午後６時~9時。8 回。黄粟体育

館[〉3000円[圏はがき(住所・氏

名、電話番号を記入)か電話で、

22日伽までに、西垣内靖さん(広

野町一里山22－16、S44－0227)

へ先着20Ao

屋康

■購演会

　【〉14日(火)午後１時半~4時、宇

治地方振興局t〉講演｢パーキンソ

ン氏病の理解のために｣＝国立療

養所南京都病院神経内科医長・杉

山博さん、交流会[〉対象…パーキ

ンソン氏病患者と家族圃宇治保

健所(S21－2191)。 13日(月)まで。

りがん検診

i申し込み受け付け中

１

ｌ　rt ･乳・子宮・大腸ヵ･ん

l健康医療課（内線2333）

催し

■笠取いも掘りの集い

　[>10月10日(祝)・11日㈱、午前10

時～午後i時。笠取山の家など。

雨天時は10月l7日(B)・24日(日)[〉い

も掘り＝3株500

円、魚のつかみ

取り＝200円、特産物販売など

圃岸本さん(3075－571－4905)、

宇治市農協営農経済課(S22－12

41)、農林茶業課(内線2214)。

お知らせ

■住宅統計調査

　10月1日現在で全国一斉に行わ

れるもの。結果は、住宅建設計画

や都市計画などに利用されます。

市内でも、約5600世帯が対象とな

っています。調査員がお伺いした

際には、ご協力をお願いします。

調査の内容は、統計以外の目的に

使用されることはありませんt〉

お願い状の配布と調査区域の確認

＝9月中旬～、調査票の配布＝23

日面～、調査票の回収＝10月７日

(火にろまで[瞳企通課(内線2083)。

■お買い物アンケート

　買い物のしやすい街づくりなど

の施策に役立てるため、府が実施

するもの。調査票は、無作為に選

んだ家庭に直接郵送されます。対

象となった家庭はご協力をお願い

します。[圃京都府中小企業総合

センター商業係(0075-315-8622)。

■「観光宇治」秋号

　イペント情報、散策コースなど
｢‾‘゛‾‾‾‾“‘‾‾‾‘'‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾‾¬
ｌ　　　　　京滋バイパス夜間通行止め　　　　　ｌ

ｉ　９月７日(火)22時～８日南6時南郷lC～巨椋lC全線　ｌ

ｌ防災訓練と点検作業のため通行止めとなります。ご協力ください１
‰
い合わ・農芸瓢0!

(022-0119)｢。075-631-4810パ

I ｡＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿」

を満*L 0配布…観光センター、

観光案内所、文化センター、各公

民館で。無料［圃観光協会（S23

－3334）。

■「数字とグラフで見る宇治市」

　宇治市の様子を、小・中学生向

けに、図表やグラフを使って説明

したものです。社会科の学習や自

由研究にご利用〈ださい。［〉配布

…中央・東宇治図書館、木幡・小

倉・広野公民館、西小倉コミュニ

ティセンター、市役所行政資料コ

ーナーで。無料［芭企画課（内線

2083 ）。

退職金づくりは"中退金″で

中小企業の退職金づくりは安全・

有利な国の中小企業退職金制度で

詳しくは退職金相談コーナー

　　　　（a05－536－1851）へ

相談

●巡回無料法律相談

　C〉14日(火)午後１時~3時、市役

所市民相談室≫担当‥側)j去律扶助

協会京都支部京都弁護士会の弁護

士圃市良相言炎室(内線2080)へ

電話予約を。先着10人。

講座

■同和問題を考える市民講座

　C〉10日金午後7時～、中央公民

館E〉講演｢映画づくり、人づくり｣

＝シナリオライター・丘乃れいさ

ん圃同和対策室(内線2221)。

■城南勤労者福祉会館の講習会

　圃いずれも同館(e46－0780)。

　〈庭木の手入れ講習会〉[〉12

・

26

日、10月3

･17・24日の日曜、午

後l時~4時c〉1500円[〉先着30人。

　〈さばずしの作り方講習会〉c〉18

日出午後2時～４時D〉1200円[〉先

着3Q人≫指導…京都府すし環境同

業組合。

■城南地域職業訓練センターの購座

　[唄いずれも同センター(豊46－

⊃688)。

　〈ワープロ中級〉I>17日～28日の

月・火・木・金曜、午前９時半～

午後3

時半[〉9400円。

　〈ワープロ日商４級検定受験〉c〉

22日～12月１日の水曜(→P土曜)、

午前９時半～正午か午後１時J

時半E〉1万6000円。

〈簿記日商簿記３級検定〉[>17日

~n月10日の月・水曜(→p火・

金曜)、午後i時~4時25分か午

前９時半～午後4時25分[〉１万円。

　〈和裁初級・中級・上級〉c〉17B

～12月３日のホ・金曜、午前io時

～午後4時[〉１万円。

9/11第2土曜子供の催し

■中央公民館(S20－1411)

　①紙クラフト教室＝モビール

はさみ・のり持参で　②子供映画

会[〉いずれも午前l

寺~n時と

11時～正午の２回。

■木幡公民館(S32－8290)

　①親子グラウンド・ゴルフ広場

[〉午前9時半～正午、東宇洽争ｲt

センター　m同館。先着親子2m且

E〉雨天時は同館での映画会に変更。

■宇治公民館(S21－2804)

　①卓球･

tすん玉遊び②フライ

ングディスク　③バドミントン

[〉いずれも午前9時半～正午。

●小倉公民館(S22－4687)

　①囲碁教室　c〉午前la噂～正午。

■広野公民館(mi－745))

　①ハーモニカ音楽を楽しみませ

んか[〉午前l(瑚～正午c〉定員に

少し余裕があります　圃同館。

■大久保青少年センター(S44－

　7447)

　①体操教室＝リズムダンス・ト

ランポリン　②手づくり教室＝ユ

ニット折り紙のくす玉③自由遊

び＝一輪車・バドミントン　E〉①

は午前9時～1時、あとは午前９

時～正午。

　【訂正】８月21日号に掲載した｢身

体障害者用自動車改造費助成｣に

所得制限があることが抜けていま

した。おわびし、訂正します。

　　大槻　勇太くん

　H4.8.28(i) ／宇治半白

好奇心おう盛な勇ちゃん、

気にたくましく育ってね、

夢-．4年９月生まれのお子さん10

／≪　日圀までに広報課(内糸泉2070)へ
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献血

●6日(月)、午前10時～午後1時と午後2

　時～３時半、保健医療センター。

●14日(火)、午fii]10時～正午と午後１時～

　３時半、陸上自衛隊関西地区補給処。

飼えなくなった犬・猫

●毎週月曜、午前９時～10時半、宇治保

　健所。

相談あんない

■青少年相談　21日(火)、午後i時～４時、

　宇治公民館。

■法律相談　毎週木曜、午後i時半~ 3

　時半、総合福祉会館。定員はｌ[§]につ

　き先着10人。社会福祉協議会昔22－06

　00へ電話予約を｡受け付け順に相談日・

　時間を決めます。

■社会保険相談　10日(金)＝小倉公民館、

　24日廊＝広野公民館。いずれも午後１

　時～４時。圃京都南社会保険事務所容

　075-643-354U

■

京都府交通事故相談　8日(水)･22日(水)、

　午前９時～午後4時、京都府宇治地方

　振興局。圃同振興局a2i－

2049.

■暴力にかかわる困りごと相談　6日(月)、

　午前９時～午後４時、京都府宇治地方

　振興局。電話での相談も可。圃京都府

　暴力追放運動推進センターaO75-451-

　8930.●

●

●

●

●

●

●

●

●

　市ヽ社会福祉協議会ではヽこの：

ほかにも各種相談事業を実施して・

います。詳しくは５年度版・市民：

カレンダーと手びき，バ市民の手：

引き」をご覧ください。
●
・

図書館(9

月分)　　おはなし会

３歳以上の子供が対象。内

容は読み聞かせ、紙芝居ほ

か

○中央　8日(水)､22日(水)

○東宇治　　１日ぐ水)

　いずれも午後3時半~4時

おはなしたまてばこ

子供から大人まで年齢問わ

ず。内容は主にストーリー

テリング

○中央　　18日出

　　　　　午後3時~3時半

○東宇治　15日拠

　　　　　午後3時半~4時

問い合わせ

中央図書館a20－1511

東宇治図書館容32－2232

移
動
図
書
館
そ
よ
か
ぜ
号

巡
回
日程

日 地区 駐車時間 駐車場所

１日(加平尾台 14:40～15:50平尾台第l児童公i

２日團

羽戸山 10:00-11:00 羽戸山集会所横

福　角 13:30～14:20五ヶ庄福角市t1i宅

岡　屋 14:50～15:40岡屋小学校
３日恣 木　幡 1330～15:30 木幡公民館前

７日(火) 六地蔵 13:30～14ﾆ00六地蔵公会堂前
御蔵山 14:20～15:50御蔵山小学校

８日南 北小倉 13:30～15:30北小倉小学校

９日俐
南小倉 io:oo~ii:io南小倉小学校

吹　前 14:00～15:30槙島小学校

10日吻
南陵町 10:00～liﾆ00南陵第2児童公園

遊　田 14:00～15:30西小倉中学校北門

14日(火)

三室戸 io:oo~n:oo 府営三室戸団地内

志津川 13:30～14ﾆ00志津川バス駐車場

明星町 14:20～15:20汚水処理場横
16日床）広　野 15:00～16:00大久保小学校

17日(金3
槙　島 13:30～14:20南落合12の通り八木ガレージ

蔭　山 14:50～15:40ユニチカ社宅前

21日(火

大久保 10:00～11:00旦椋公会堂前

西大久保13:30-14:20 西大久保小学校

平　盛 14:40～15:50平盛小学校

24日宙 北槙島 14:00～15:30北猿島小学校
28日(火)伊勢田 13:30～15:30伊勢田小学校

29日南 緑ヶ原 13:30～15:30縁ヶ原蔭田緑地

燃えないごみ（環境事業所内線3003）

　　　　　　　　六地蔵(j R 以東･ 以北の全域）

4　15　24　'/ ≒2 S盤押肖）

　　　　　　　　五ヶ庄（広岡谷、J R以東の芝ノ東）

　　　　　　　　　六地蔵( J R以西・以南の全域）

　　　　　　　　　木　　幡（J R以西の全域）

　　　　　　　　　五ヶ庄（－・二・三番割、梅林、大林、折坂、

6　16　27　10/6　　　　　　北ノ庄、新開、高峯山、谷前、壇ノ東、

　　　　　　　　　　　　　寺界道、西浦、西川原、西田、野添、

　　　　　　　　　　　　　雲雀島、平野、古川、J R以西の芝ノ

　　　　　　　　　　　　　東、J R以東の福角、京大宿舎）

　　　　　　　　　五ヶ庄（一里塚、上村、大八木島、岡本．瓦

　　　　　　　　　　　　　　塚、戸ノ内、日皆田、J R以西の福角）

　　　　　　　　　菟　　道（全　域）　羽戸山（全　域）

　　　　　　　　　志津川（全　域）　明星町（全　域）
7　17　28　10/7　宇 治（壱番、乙方、金井戸，下居、善法、

　　　　　　　　　　　　　　塔川、東内、東山、叉振、妙楽、山田、

　　　　　　　　　　　　　　山本、蓮華、J R以南の宇文字・里尻）

　　　　　　　　　白　　川（全　域）棋島田J （大島）

　　　　　　　　宇　　治（池森、大谷づ

　　　　　　　　　　　　　野神、琵琶、J R以南の御廟･天神･

　　　　　　　　　　　　　矢落・若森、壱番一部〔都計道路以

　　　　　　　　　　　　　西〕、下居一部〔上権現町〕）

　　　　　　　　琵琶台（全　域）折居台（全　域）8　18 29　10/8　天神台（全　域）南陵町（全　域）

　　　　　　　　神　　明（全　域）　小倉田丁（奥畑）

　　　　　　　　羽拍子町（J R以東の全域）

　　　　　　　　開　　町( J R以東の全域）

　　　　　　　　広野町（小根尾一部）

　　　　　　　　広野町（新成田・成田・小根尾一部の３地

9　20　30　10/11大久保町で↓除Åﾅ域し山台（全　域）

　　　　　　　　府営西大久保団地(1棟～21棟・44棟）

　　　　　　　　　小倉田丁（新田島を除く近鉄以東の全域、西山）

　　　　　　　　　袱島田丁（ﾀﾄｰ部〔寺内町内会〕）

　　　　　　　　　羽拍子町（J R以西の全域）

　　　　　　　　　開　　町(J R以西の全域）

1　10　21　10/1　伊勢田町（井尻、ウトロう孚面、大谷、蔭田、

　　　　　　　　　　　　　北山、毛語、新中ノ荒、中荒、中ノ

　　　　　　　　　　　　　田、中山、南山、若林、名木）

　　　　　　　　　広野町（新成田、成田）

　　　　　　　　　府営西大久保団地(22棟～43棟）

　　　　　　　　　小倉町（西山を除く近鉄以西の全域）

2　13　22　10/2　伊勢田町（砂田、中遊田、南遊田、遊田）

　　　　　　　　　安田町（全域）

　　　　　　　　　宇　　治（蔭山、小桜、戸ノ内、半白、樋ノ

　　　　　　　　　　　　　　尻、J R以北の宇文字･御廟･里尻・

3　14　23　10/4　　　　　　天神・矢落・若森）

　　　　　　　　　槙島町（大島･外一部〔寺内町内会〕を除く全域）

　　　　　　　　　小倉町（新田島）

　　　　　　　燃えないごみは、午前９時までに、匡IZ‐　
決められた場所に出してください。

し尿（城南衛生管理組合O75 －631 －5171 ）
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14　　　　　寺界道、古川、西田、北ノ庄、大林、芝ノ束(JR以西)

　　　　　　野添、谷前、梅林、西浦{J R以西)、新開(JR以西)、平野(JR以西)、折坂{J R以西)、
16　　　　笠取、池尾、門前、池山、岡谷、只川、河原

17　　　　　福角(JR以西)、日皆田、岡本、上村、大八木島、一里塚、戸ノ内、車田、丸山、平町

18　　　　荒槙、田中、大垣内、妙見

　　　　　　谷下り(全域)、出口(全域)、森本(全域)、中筋、大谷、東中、西中、
20　　　　藪里、段ノ上、東隼上り、西隼上り

21　　　　　折坂(jR以東)、平野(JR以東)、福角{J RJ.J,東)、一番割、二番割、三番割一部

1　22　　　　　南端(J R以東)、芝ノ東(府道両側)、西浦(J R以東)、新開{J R以東)、三番割

2　24　　　　　南山(A)、中村(さっきヶ丘)、広岡谷、芝ノ東(府道以東)

3　27　　　　　南山（Ｂ）、金草原

　　　　　　　　六地蔵(JR以東・以北の全域)、陣ノ内(JR以東)、正中(jR以東)、御園、
4　28　　　　　南山畑、北山畑、中村(JR以東)、大瀬戸{J R以東)、東中(jR以東)、北畠一部、
　　　　　　　　北御蔵山(平尾)、中御蔵山、南御蔵山、畑山田、花揃、赤塚

6　29　　　　北畠、桧尾、平尾、須留、炭山

　　　　　　六地蔵( J
R以西・以南の全域)、陣ノ内(JR以西)、正中(J R以西)、河原、北島、

10　10/4　東中( J R以西)、西中、大瀬戸(jR以西)、内畑、熊小路、中村(jR 以西)、西浦、
　　　　　　南端(J R以西)、壇ノ東

皿s･

厘

/q

海

原

琴

回

翼

沃

久

保

石

墨

･■*■

蚕

包1

碑了察、

16　　　　　半白、志津川

18　　　　乙方、山本、蔭山、東内、又振、山田、紅斎

2　24　　　　　田原、旦椋、井ノ尻、北ノ山、山ノ内、西裏

　　　　　　　　戸ノ内、矢落(JR以北)、若森(J R以北)、寺山(jR以西)、茶屋裏、久保(jR以西)、
3　27 上ノ山、大竹、南ノp、平盛

　　　　　　　　石塚(心華寺通り以西)、丸山、一里山(府道以南)、桐生谷(JR以西)、
4　28 東裏(j R以西と府道以南)、白川、金井戸

　　　　　　　　弐番(府道以北)、池森、米阪、蛇塚、里尻(J R以北)、小桜、樋ノ尻、石塚(心華寺通り以東)、
6　29 宮北一部、寺山(J R以東)、宮谷、尖山一部(4番地)、中島、久保( J R以東)

7　30　　　　　一里山(府道以北)、桐生谷(J R以東)、束裏(JR以東の府道以北)、開町

8　10/1　　宮東、宮西、宮北

9　10/2　大谷、野神一部、小根尾、大開、尖山一部(2番Jttl・６番地)

　　　　　　野神、大谷一部(上権現町を含む)、琵琶、弐番(府道以南)、矢落(jR以南)、10　10/4 若森(J R以南)、宇文字、壱番(宇治橋通り以北)、妙楽(宇治橋通り以北)、里尻(J R以南)

13　10/5　下居、善法、壱番(宇治橋通り以南)、妙楽(宇治橋通り以南)、蓮華、塔川
果

叉

臓

叉

自

多，

14　　　　　南浦(30-33,80-98、100～110)、大京団地、山際一部

16　　　　　山際

17　　　　　寺内、久保、天王(府道以i)、老ノ木、西山(IB国道〈府道〉以東)、蓮池

18　　　　　天王(府道以南)、東山、中畑、西畑

20　　　　　西浦、南堀池(EB中、大和一部西２号通り以北)、堀池

21　　　　　南堀池(本通り以北)、南堀池(本通り以南)、南堀池(大和32-36)

　　　　　　　南堀池(大和)、南遊田、遊田、砂田、毛語一部、中ノ荒、井尻、中ノ田、名木、
1　22 浮面、安田町

2　24　　　　　中山(近鉄以西)、毛語、若林、南山、ウトロ

　　　　　　　　神楽田(山中含む)、西山(旧国道〈府道〉以西)、中央台、北山Ａ・B･ C・Ｄ団地、
3　27 毛語(府道以北)、若林一部

4　28　　　　　中山(近鉄以東)、大谷、羽拍子町

　　　　　　　　春日森、－ノ坪、島前、大町、石橋(大川原線以西)、中川原(大川原綿以西)、
7　30 大川原、東目川、西目川

8　10/1　　南落合（Ｏの通り～13の通り）

9　10/2　薗場(大川原線以北)、大幡、北内、門口、幡貫、郡、石橋(大川原線以剰、吹前(市営住宅)

　　　　　　中川原(大川原線以東)、十―(大川原線以東・国道以東)、十六(国道以東)、十八(国ii以東)、
10　10/4 吹前(市営住宅除o

13　10/5　南浦、西浦一部、神楽田一部(近鉄以西)

○し尿収集漏れの揚合は、収集口側から確認のうえ、翌日(日・祝日の揚合はその翌日)に城南衛生管理組合へご連絡を。

保険・衛生・相談(9月分)

9月の燃えないごみ・し尿収集日程
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